
市長と話そう！ 牧之原市のまちづくり！

みんなでつくろう

市民トーク



人口（外国人含む）と出生者数の推移
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11年で人口△6,518人
出生者数は△100人

数字で見る牧之原市１２年

年度



市内小中学生の児童・生徒数の推移
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11年で△1,092人

数字で見る牧之原市１２年

年度

市内小学生 児童数

市内中学生 生徒数

昭和60年には6,729人



当初予算・決算額（一般会計）の推移
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平成29年度 一般会計当初予算額196.5億円

数字で見る牧之原市１２年

年度

津波避難施設
の整備が始まる。

保育園施設耐震化
ピーク。空港開港

リーマンショックの影響
により税収が低迷。

榛原病院の
負担金ピーク



市債（市の借金）の推移 191億円
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数字で見る牧之原市１２年

年度

200 億円ライン 191億円



市税の推移
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27年度で78億円 景気と共に増減

数字で見る牧之原市１２年

年度

リーマンショックの翌年



実質公債費率の推移
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数字で見る牧之原市１２年

年度

18%ライン…

25%ライン…

簡単に言うと…

自治体が自分で使い道
を決めて使えるお金

借金返済に
使っているお金

実質公債費率 ＝

地方債の発行に
許可が必要

単独事業の
起債が制限



財政調整基金（市の貯金）の推移 32億円

9.4億円

32.4億円
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数字で見る牧之原市１２年

年度



対話によるまちづくり
これまでの市政の取り組み

年 出来事
H18 検討期
H19 施行期
H20～H21 育成期・実践期
H23 東日本大震災 発災

牧之原市自治基本条例施行
H24 津波防災まちづくり計画策定

絆づくり事業始まる
H25～H26 第２次総合計画の策定

H27～
公共施設マネジメント
牧之原市のくらしとエネルギーを考える
片浜地区まちづくり計画策定
地域リーダー育成プロジェクト

理 念 対話（ダイアログ）
ス キ ル ファシリテーション
インフラ 話しやすい空間づくり



対話によるまちづくり 「議論」から「対話」へ!!

牧之原市の取り組みが本に！

これまでの市政の取り組み

地域リーダー育成プロジェクト
・市内の高校生が合計185人参加
・３人が市初の「高校生ファシリテーター」に認定



東日本大震災から学び絆を深める

東日本大震災…かつての常識が覆された

これまでの市政の取り組み

年 出来事
H23 東日本大震災 発災

東海・東南海・南海トラフ大地震の恐れ
地区住民が独自に対策（避難設定）

H24 ５小学校区で「地区津波防災まちづくり計画」策定（第８回マニフェスト大賞を受賞）

H25 各地区「事業化策定委員会」でタワーや避難の用地選定
H26 タワー等、避難施設の建設に着手



活力を取り戻す社会資本の整備
これまでの市政の取り組み

年 出来事
H18 スズキ相良工場に小型車製造ライン

H19
白井工業団地完売
市税投入せずに牧之原総合開発株式
会社を清算
都市計画税の廃止。税負担の軽減

H21 富士山静岡空港開港
中里工業団地着工

H24 金谷御前崎連絡道路 全線開通
H26 富士山静岡空港格納庫完成
H28 渋谷ライナー運行

市内光ファイバー網整備率100%



地域医療を守り育てる
これまでの市政の取り組み

年 出来事

H21 榛原総合病院の医師不足 顕著化

H22 榛原総合病院が医療法人沖縄徳洲
会を指定管理者としてスタート

H27 ０歳から中学３年までの子供医療費
完全無料化実現

妊産婦通院等支援事業開始

H28 「まきはぐ」スタート

消防救急事業広域化

現在加入率 93%



子どもたちの安心安全な場を着実に整備
これまでの市政の取り組み

年 出来事

H20 市内小中学校（体育館）耐震工事完了

H21 あおぞら保育園・静波保育園 新築完成

H22 坂部保育園完成
市内全ての保育園・幼稚園の耐震化完了

H26 細江小学校増築工事完了

H28 榛原中学校リニューアル、エアコン設置
市内小中学校トイレ洋式化

H29 相良中学校、牧之原中学校エアコン設置



消防広域化の実現で安心安全の強化実現
これまでの市政の取り組み

牧之原市、吉田町、島田市、川根本町が
消防救急事業を平成２８年４月から静岡市へ委託
牧之原消防署

牧之原消防署地頭方出張所

吉田消防署



お茶を育て売る
これまでの市政の取り組み

年 出来事

H18 お茶の安全安心取り組み宣言

H19 牧之原ブランド茶「望」開発

新春初顔合わせ会スタート お茶で乾杯

皇室へ静岡牧之原茶献上

H21 全国茶サミット静岡大会in牧之原開催

H25 茶草場農法が世界農業遺産に認定

H27 全国茶品評会で念願の「産地賞」受賞

H28 橋幸夫が静岡牧之原茶親善大使に就任
「ちゃっきり茶太郎」と共にPR

毎年 大阪（近鉄百貨店）仙台（仙台三
越）において店頭PR

愛され続けて11年



再生可能エネルギーへの挑戦
これまでの市政の取り組み

地球温暖化対策
エネルギー起源の温室効果ガスの排出量削減

エネルギーの地産地消
安全・安心で持続可能なエネルギー源の確保

エネルギー産業の振興
事業者の誘致、雇用の確保

地域活性化
商業・観光産業等の活性化

バイオガス風力太陽光

牧之原市議会が
浜岡原発の永久停止を決議
（平成23年９月）

浜岡原発が運転停止
（平成２３年５月）



再生可能エネルギーへの挑戦
これまでの市政の取り組み
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設備容量約43MW

発電量約57,300MWh

牧之原市内の全世帯
（約16,000世帯）の
使用電力量の約2.2倍

設備容量約75MW

発電量約88,000MWh
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発電量約124,830MWh
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平成26年度 平成27年度 今後の見込(認定分)
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津波防災まちづくり

区分 整備数 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

津波避難施設整備 12 1 3 5
繰越 2
新規 1

避難地・避難路整備 20+1
(須々木大溝線）

1 9 5+市道改良
（須々木大溝線）

5

防災倉庫 28 10 10 7 繰越 1

ソーラー照明灯設置工事 47 15 32
Ｈ30～Ｈ31



津波防災まちづくり

保育園自家発電施設整備事業

津波避難路等整備
市道須々木大溝線改良 Ｌ＝74ｍ 津波避難地避難路工事 ５路線

津波防災まちづくり事業
津波避難タワー整備工事 １箇所 ソーラー照明灯設置工事 15箇所

H29年度予算 ５億8,287万円



新東名高速道路

浜岡原子力発電所 10Km圏内
20Km圏内

30Km圏内

50Km圏内

21

原子力災害広域避難計画

半径３１キロ圏（11市町総人口）に約84万人（約94万人）の住民

浜岡原発の立地状況



原子力災害広域避難計画 11市町の避難先の概要



“宝”子どもプロジェクト

幼保 小赤ちゃん妊娠 中

妊娠出産包括支援事業
※専従職員の配置

子ども医療費 無料化

子育て連携システム（まきはぐ） ※市民記者による情報提供

ファミリーサポートセンター
放課後児童クラブ
※施設改修、建設

高

地域リーダー
育成

病後児保育

ＡＬＴの増員

英語判定テスト

ぼくらのまちのはら

※イングリッシュキャンプ拡大榛原総合病院の産科休診措置
1人３万円（商品券による）

聴覚スクリーニング

ＩＣＴ活用推進事業拡充

子どもの学習支援事業

理科支援員配置事業

妊産婦通院等支援事業



“宝”子どもプロジェクト

ファミリー・サポート・センター会員募集中
育児の援助を受けたい人（お願い会員） 育児の援助を行いたい人（任せて会員）

保育園の
送り迎え
をお願い
したい

冠婚葬祭や
出張のとき、
子供だけで
留守番は心

配 保育園や
学校が休
校のとき
預けたい

リフレッ
シュする
時間が欲
しい。

空いた時間
を有効に活
用したい

子育ての経
験を活かし
たい

育児にがんばる人をサポート

援 助

依 頼

平成28年10月スタート！

現在66人 現在39人

これまでの利用実績：40件



“輝く”高台プロジェクト

東名高速道路

【相良牧之原IC北側地区】
（面積約28ha）

東名高速道路

国
道
４
７
３
号
バ
イ
パ
ス

広域交流拠点・産業交流拠点
儲かる農業振興の拠点

関係者の約９割の同意
新拠点開発推進事業 3,814万円

相良牧之原ＩＣ

牧之原市ＩＣ北側土地区画整理準備組合を設立

今後の取り組み

・土地活用などの意向調査
・土地利用のルールや具体的な計画づくり
・勉強会、先進地視察
・業務代行予定者の選定、新種企業の誘致

高台事務所開設



“輝く”高台プロジェクト

（2017年 7/1～8/31 就航路線）

【国内線】

5路線、週56便（4都市）
【国際線】

5路線、週23便（6都市）
（うち中国：3路線、週13便）

富士山静岡空港の就航先

●ターミナル拡張工事
（H30年10月完成予定）
●運営権の譲渡
●ホテル、物販施設整備



“輝く”高台プロジェクト

搭乗者数・搭乗率の推移 （単位：人、％）

～

70万人

100万人

平成28年 外国人出入国者数:約22.2万人 全国第８位（地方管理空港トップ）

７年連続!!

目標

区　分 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度
国内線 351,577 316,082 266,413 251,329 292,900 305,002 309,083 334,902

国際線 176,285 239,377 145,467 195,426 166,106 244,177 389,569 276,459

合　計 527,862 555,459 411,880 446,755 459,006 549,179 698,652 611,361

搭乗率 65.9 61.9 62 63.7 60.1 67.2 63.2 61.6

（法務省出入国管理統計より）

富士山静岡空港の利用状況



しずおか中部連携中枢都市圏
“魅力ある”産業雇用プロジェクト

圏域全体で人口減少社会に立ち向かい、一体的な発展を目指す。

・海外展開・対日投資促進（商談会、MIJBC）

・地域連携DMO推進事業（企画、商品活溌、プロモーション）

・首都圏にアンテナショップ開設

・結婚支援（婚活イベント）

・移住定住

「海・山・街道を活かした多極連携・交流都市圏」

Destination Marketing/Management Organization



対日投資促進事業
“魅力ある”産業雇用プロジェクト

日本（企業）
中国

投資

アジア

輸出

Made In Japanの魅力
先進技術
安全安心
環境技術

資金力・購買力

・中国から牧之原市に支店開設（連携協定締結）
・市役所内にセンター準備室設置
・ＭＩＪＢＣを中国に世界に発信
・５市２町の連携で実施

具体的に始動 そして加速！

空港のある牧之原市のビジネスへの挑戦 1,000万円



沿岸部活性化推進委員会設立

沿岸部を活性化!!
“魅力ある”産業雇用プロジェクト

若者が集う新たな魅力創出

２０２０東京五輪・パラリンピックに伴う「ホストタウン」に認定！

アメリカ合衆国及び中華人民共和国を対象に４次登録
交流人口の増加により、産業の活性化！

湊食堂 SUPマラソン

Wind Blowウエイブ・プール



大倉壱丁田線等整備
“魅力ある”産業雇用プロジェクト

（大倉壱丁田線 1,545ｍ：市道東萩間西原線歩道 160ｍ）
◇交通渋滞緩和、スズキ相良工場への交通分散

11億2,500万円

N

国道４７３号

県道菊川榛原線

市道壱丁田北線
H28.3完成至相良牧之原 IC

至相良牧之原IC

市道大倉壱丁田線
L=1,545m

牧之原中里工業団地

市道東萩間58号線

牧之原警察署
萩間駐在所

スズキ㈱
相良工場



“魅力ある”産業雇用プロジェクト お茶に親しむ！

民間発信のお茶イベント
【国際スポーツお茶摘み選手権】

・お茶摘みがスポーツに！
・外国人も参加

【改植体験～本気茶園2ndステージ～】

Tea Hero選手権

県下の学校でも！
【静岡茶愛飲条例】

・お茶の魅力を楽しく学ぶ闘茶会
・過去８回の参加児童数3,381人
・子どもたちに「お茶ファン」になってもらう



地元の特産品を活かした取り組み
“魅力ある”産業雇用プロジェクト

・商工会女性部が開発したご当地カレーをレトルト化
・「榛南大根」、「遠州黒豚」、「お茶」が入ってヘルシー
・商工会窓口、牧之原SA（上り）、富士山静岡空港、
よってけ市、JAほうせん館ほか市内各店舗等で購入できます。

「マキティカレー」絶賛発売中！ （１箱500円）

平成28年度ランキング
１ 冷凍イチゴたっぷり３キロ入り
２ 訳あり上級焼き海苔
３ 静岡県産一番茶厳選ペットボトルセット
４ マヌカハニーと牧之原紅茶セット
５ ミルキークイーン無洗米セット

ふるさと納税 頑張ってます
H28総額

２億９千万円



48

20

33.6

29.4 28.7

2

692

0

100

200

300

400

500

600

700

800

0

10

20

30

40

50

60 外部医師数

応援医師数

常勤医師数

在宅診療・訪問看護等 訪問

件数（月平均）

徳洲会が
指定管理者に

榛原病院の状況（医師数と在宅・訪問件数の推移）
“活き活きと”健康で活躍プロジェクト

◆地域医療振興事業
（開業資金補助金）

最大5,000万円!!



榛原総合病院組合一般会計 繰入金の推移
“活き活きと”健康で活躍プロジェクト

15.00

10.23

15.10

20.04

26.39

13.51
15.42 15.23 14.18

11.80

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

その他
政策医療等
企業債償還（退職手当）
企業債償還（建設改良）
合計

最大約26億円→12億円



まきのはら健康マイレージ
“活き活きと”健康で活躍プロジェクト

健康づくりの取り組みを「ポイント」に変えてお得な特典ゲット！

特典１ 特典２

【ポイント例】

「ふじのくに健康いきいきカード」
がもらえる。

県内協力店でカードを提示すること
により、割引などの様々なサービス
が受けられます。

お得な賞品が当たる抽選に
参加できる。

・ドリンクセット
・いちご「静波レッド」
・コーヒーギフトセット
・お食事券
・干しイモセット

ポイント取得期間６月～12月

1日3食べる、減塩を心がける、毎食後歯磨きをする・・・
グラウンドゴルフに参加する、よく眠れた、人間ドッグを受ける・・・



“活き活きと”健康で活躍プロジェクト

地域の健康状況に即した活動強化
モデル地区で地区担当制の試行

◆保健師の地区担当制による健康推進（新規）

✿生活習慣病予防（メタボ予防）の講話
✿生活習慣病予防のための体組成測定会
✿心の健康づくり（メンタルヘルス）講話

◆楽しく運動して、いつまでも健康に！



公共施設“最適化”プロジェクト

牧之原市公共施設マネジメント基本計画
【市が保有する公共施設】
・154施設（389棟）、152,000㎡

【公共施設の管理費】

6.6億円（H21～H25の平均）

17.1億円（H26～H65の平均）
・S40年代後半～60年代 に建築
・一斉に改修、建替えを 迎える。

約２.６倍

老朽化



公共施設“最適化”プロジェクト

公共施設マネジメントの考え方

まちづくりの視点

◆目標値 ➢ ➢ ➢ 今後20年間で総延床面積を約20%縮減

【大切にしたい視点(基本理念)のイメージ図】

将来に希望が持てる魅力あるまち

賢く使うみんなで
共感

未
来
志
向



公共施設“最適化”プロジェクト

公共施設マネジメントの進め方
「牧之原市公共施設マネジメント基本計画」

◆学校施設、市営住宅、行政施設などの公共建築物
◆道路や橋りょうなどのインフラ系施設

全13の施設分類別に整理
（庁舎施設、文化施設 他）

【先導的な施設】
・旧片浜小学校の活用
・庁舎施設の活用

施設分類毎に
計画策定・実施

施設分類別とは別に
計画策定・実施



公共施設“最適化”プロジェクト

旧片浜小学校の活用イメージ （例）
民間による活用 市民学習・地区活動

中庭と合わせて活用

シェアオフィスに

市民学習・地区活動に

各種ワークショップの会場



地域の絆づくり事業

◆区、町内会が連携できる体制をつくる

◆課題を自ら発見、解決し、自分たちの手で地域を良くしていく

こんなことに困っているなぁ

あの人があんなこと言ってた！

こんな風にやってみようよ

地域の絆づくり事業

地域住民

市

支援

◇区をまたがる課題に対し共通認識を持ち、協力して取り組む。
例)学校の通学路、防災

◇地区や団体の枠を越えた連携体制の構築。

連携・
協働

B区

D校

C団体A区



各プロジェクトと連携する事業

◆デマンド交通試験運行実施事業（新規）

◆地域公共交通網形成計画策定事業（新規）

バス路線、タクシー、新交通のあり方について計画
策定まちづくりと一体となった地域交通ネットワーク
サービスの形成
（29年度 調査、素案作成：30年度 パブコメ、計画策定）

買物

病院

公共施設



移住定住をサポート

婚活支援
結婚新生活支援事業（拡充）
引っ越し費用等最大24万円

しあわせ新婚さん家賃助成金（新規）

家賃補助 １万円／月（24か月）

出会い 結婚 新居 妊娠 出産

◇婚活イベント
◇講座

子育て家族定住奨励金

空き家活用リフォーム等◇市内に土地購入し新築 購入
（40歳未満の夫婦、中学生以下の子を持つ 夫婦）
◇基本額 ５０万円
◇加算額子ども１人１０万円 新車購入３０万円

◇空き家・空き地バンクを活用
◇リフォーム工事等行う移住者に対し
◇工事；対象経費1/2 最大３０万円等

定住

子ども・地域との
つながり

お試し移住体験推進事業 （若者～）
空き家を活用した体験施設の整備



移住定住をサポート

２ 牧之原市結婚新生活支援助成金（拡充）
（平成28年度実績 申請件数１４件）

新婚のご夫婦で、所得が340万円未満（前年300万円未満）の方の、住居（ア
パートなど）にかかる 初期費用（家賃・敷金礼金、仲介手数料、引っ越し費用な
ど）を助成。

最大 24万円（前年18万円）

１ しあわせ新婚さん家賃助成金（新規）
新婚のご夫婦で、市内のアパートなどにお住まいになる方の、家賃
を助成します。※月額45,000円を超えた部分について１万円を上限

最大24万円（１万円×２４ヶ月）

新婚さん住む住む助成制度について



移住定住をサポート

１ 空き家・空き地バンク
市内の適切に管理された空き家や空き地の物件情報を市が提供する
しくみです。バンクに登録した物件は、市ホームページや移住相談会など
を通じて情報提供をしています。

・登録件数実績 空き家２０件、空き地１２件

・契約成立件数 空き家 ５件、空き地 １件（Ｈ29年5月現在）

２ 空き家活用リフォーム等補助金
空き家バンク制度を利用して、市外から移住する方に対し、
空き家のリフォームや残置物処理の費用を補助します。

・空き家のリフォーム 最大３０万円（対象経費の１／２）

・残置物処理 最大５万円（費用実費）

土地、住宅の取得を
検討している方へ



「はなちゃん募金」ご協力ありがとうございました。

●最終的に不足しているが、現時点では追加募金は行わないご両親の意向。
●現在は、大阪市内の病院で治療を続けている。
●人工呼吸器を装着しているものの、離乳食を食べ、回復に向かっている。

最終募金総額

3億1,213万円

牧之原市在住の岩倉花愛ちゃんが、
アメリカで心臓移植手術を受けることができました。




